
３．教育目標および努力目標 

 
３-１．令和８年度 学校教育目標・方針等 

 

１ 〈学校教育目標〉 

（１） 社会的・職業的自立に必要な知識、技術及び技能を習得させ、地域社会や産業界に貢献できる人材を育成する。 

（２） 豊かな人間性と社会性を育み、自律性・協調性・創造性に富む人材を育成する。 

（３） 勤労と責任を重んじ、心身ともに健康でたくましい体力と実践力を持った人材を育成する。 

 

２ 〈学校教育方針〉 

（１） 目指す学校像 

    ① 生徒が「安心して、楽しく学べる学校」 

学校の主役である生徒にとって、毎日の学校生活が楽しく、居場所のある学校生活が送れるように教育活動

の質の充実に努める。 

    ② 教職員が「充実感とやりがいある学校」 

すべての教職員が、「チーム浦工」として協働体制で充実した校務を推進し、自ら学ぶ意欲を育てやりがいの

ある学校環境づくりに努める。 

    ③ 保護者・地域から「信頼される学校」 

保護者や関係機関と連携を強化するとともに、地域貢献活動を推進し、信頼される学校づくりに努める。 

（２） 目指す生徒像 

    ① 当たり前のことが当たり前にできる生徒（凡事徹底） 

    ② 自らの考えで判断、行動し、資格取得等に積極的に取り組む生徒（自主） 

    ③ 認め合い、励まし合い、お互い支え合いながら切磋琢磨できる生徒（協調） 

    ④ 自らの可能性を信じ、創意工夫と最後までやり遂げる強い意志を持った生徒（創造） 

   

３ 〈学校経営目標〉 

「地域・産業・未来とつながり、社会で生きる力を備えた実践的技術者・職業人を育成する学校」の実現を本校

経営の目標とする。そのために、次の三点を学校経営目標の柱として学校経営を推進する。 

（１） 生徒一人一人が主体的に学び、成長を実感できる学校づくり 

（２） 地域・産業界から信頼され、連携する学校づくり 

（３） 教職員が専門性と協働性を発揮し、挑戦し続ける組織づくり 

 

４ 〈学校経営方針〉 

（１） 生徒の主体性を育む学びの改革 

① 専科の実習・課題研究を核に、課題解決型・探究型の学習を推進し、知識の習得にとどまらない「使える力」

を育成する。 

② 生徒が自ら考え、対話し、協働する授業改善を全校で進め、主体的・対話的で深い学びを定着させる。 

③ 普通教科と専門教科の連携を促進し、教科横断的な視点から思考力・表現力を高める。 



（２） ICT・新技術を生かした専門教育の推進 

① 1 人 1 台端末やデジタル教材を積極的に活用し、専門分野におけるデジタル技能を育成する。 

② DX の視点を教育に取り入れ、社会や産業の変化に対応できる学びの環境を整える。 

③ ICT を活用した個別最適な学びと協働的な学びの両立を図る。 

（３） 社会とつながるキャリア教育の充実 

① ３年間を見通した計画的なキャリア教育を通して、自らの進路を主体的に選択する力を育成する。 

② 地域企業、大学、専門学校等との連携を強化し、インターンシップ（デュアルシステム）、外部講師によ

る授業、現場体験を充実させる。 

③ 資格取得や専門技能の習得を支援し、進学・就職の双方に対応できる進路指導を行う。 

（４） 地域に開かれ、信頼される学校づくり 

① 県内の産業界と連携し、地域課題解決に取り組む学習活動を推進する。 

② 生徒の学びや成果を積極的に発信し、地域に貢献する専門高校としての役割を果たす。 

③ 保護者・地域との連携を深め、学校教育への理解と協力を得る。 

（５） 安心・安全で挑戦できる学校環境の確立 

① 規範意識と基本的生活習慣の定着を図り、落ち着いた教育環境を維持する。 

② 教育相談体制を充実させ、いじめや不登校等の未然防止・早期対応に組織的に取り組む。 

③ 生徒が失敗を恐れず挑戦できる、温かく支え合う校風を育てる。 

（６） 教職員が力を発揮する組織づくり 

① 校内研修を通して教職員の専門性と授業力の向上を図る。 

② 学年・分掌・教科を超えた協働を促進し、チームとして生徒を支える体制を確立する。 

③ 働き方改革を進め、持続可能で質の高い教育活動を実現する。 

 

５ 〈学校経営目標に対する課題〉 

【学校経営目標（１）】 

（１） キャリア教育の充実と就職・進学成果の向上 

（２） 授業及び行事等における魅力ある学習活動の展開と学力の向上 

（３） 専門性の資格・検定取得等の向上 

（４） 学校の長所や地域の特徴を生かした母校愛の醸成 

（５） 生徒たちが生き生きと主体的に活動できる特別活動の充実 

【学校経営目標（２）】 

（１） 学校管理下での事故防止指導の徹底 

（２） 地域と連携した教育活動の推進 

（３） 保護者と連携した指導支援の充実 

（４） 不祥事の未然防止・服務規律の徹底 

【学校経営目標（３）】 

（１） 生徒理解に基づくインクルーシブ教育の推進 

（２） 迅速かつ丁寧で粘り強い生徒指導の実施 



（３） 生徒が安心して過ごすための教育相談の実施 

（４） 保健指導・健康教育の充実 

（５） 教職員の専門性向上 

（６） 各部・各科の連携構築と着実な目標の達成 

（７） 入学定員確保に向けた広報活動の充実 

（８） 職員間相互の連携協力体制の構築  

（９） 学校における働き方改革の着実な実施 

（10）互いに創意工夫を発揮し課題解決に取り組むことができる環境整備  

  

 

６ 課題解決のための本年度の重点取組事項 ～ さらに誇りに思う学校づくりを目指して ～ 

（１） チーム学校体制の確立 

   ① 教職員及び専門スタッフの連携・協働により、学校課題の解決を図る 

   ② 学校における働き方改革の取組の充実 

   ③ 教育相談・就学支援員配置事業を着実に遂行し、生徒の就学支援の充実を図る 

   ④ 教職員の心身の健康保持に向けた取組の充実 

（２） 豊かな心と健やかな体を育む教育活動の充実 

   ① 凡事徹底の日の設定により、道徳的な心情や判断力、実践意欲と態度などを育成 

   ② 人権の日の設定による生徒・教職員の人権への意識の向上 

   ③ 家庭・外部機関等と連携した学校保健の充実 

   ④ 喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育及び性に関する指導の充実 

（３） キャリア教育・進路指導の充実強化 

   ① 進路指導部、学科及び学年会の連携による進路決定率の向上 

   ② 高校３年間を見通した各学年及び各学科の計画的な進路指導の実施 

   ③ 地域の関連企業と連携し、望ましい職業観・勤労観の育成 

   ④ 各学科における進路指導の充実と各種資格・検定取得に向けた取組強化 

（４） 特別支援教育体制の充実 

   ① 学年会の機能強化を図り、生徒の特性や課題等を早期に把握し全職員で共有する。 

   ② 外部機関及び保護者との連携強化を図る。 

   ③ 個別の指導計画等に基づく組織的・計画的な生徒支援の推進 

（５） 教育活動の改善と活性化・授業改善の推進 

   ① 生徒の育成を目指す資質・能力の明確化 

   ② 「学び直し」を含め、「わかりやすい授業」を実践し、基礎・基本を定着させる 

   ③ 「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、特に協働学習の推進を図る 

   ④ 学習評価の工夫・改善及び指導と評価の一体化を推進するとともに、「高校生のための学びの基礎診

断」等の各種資料の活用 

   ⑤ 教員相互の授業観察を活性化など授業改善の機運向上 



（６） 健康教育・学校安全及び教育環境整備の推進 

① 生徒の心身の健康の保持増進を図るため、学校保健活動の充実 

② 実習・部活等における安全管理・安全教育の徹底 

③ 教職員の危機管理意識の高揚及び生徒の危険回避能力の育成 

④ 日々の清掃活動の徹底及びＰＴＡ等と連携した計画的な環境整備作業の実施 

⑤ ５Ｓ「整理・整頓・清掃・清潔・しつけ」活動の推進により、学習環境整備・業務環境整備の意識高揚の推進 

（７） 生徒指導・教育相談の充実強化 

① 基本的生活習慣の確立 

② 「5 つの心」の実践に努め、規範意識の醸成 

「5 つの心」 

一つ、「おはようございます」という明るい心 

二つ、「はい」という素直な心 

三つ、「すみません」という反省の心 

四つ、「おかげさまで」という謙虚な心 

五つ、「ありがとうございます」という感謝の心   

③ 交通安全教育の徹底と交通安全意識の高揚 

④ いじめの未然防止・早期発見・早期解決に向けた体制充実 

（８） 特別活動等の充実強化 

① ホームルーム活動、生徒会活動、部活動を通した自主性・協調性等・自尊感情・自己有用感等の育成 

② 学校行事を通した公共の精神と社会性の育成 

（９） 学校広報活動の充実 

① 中学校・地域等への広報活動（母校へ生徒実績パンフレット配布・母校に恩返し等）を強化し、入学者の

定員確保に努める 

② 地域と連携した教育活動を推進し、各学科の魅力を地域に積極的に伝える 

③ 生徒・保護者・地域への学校情報の迅速な提供 

④ 「魅力ある学校づくり」目指して工夫改善を図るとともに職員間の意識の高揚を図る 

（10） 地域から信頼される学校づくりの推進 

① 不祥事防止・服務規律の徹底 

② 教職員の資質・指導力・専門性向上、研究・研修活動の充実（学ぶ時間の確保・教育 DX 等） 

③ 各部・各科の所掌事務の着実な遂行 

④ 地域・ＰＴＡとの連携強化と地域貢献のための各種行事の企画・開催 

⑤ 事務処理の効率化・円滑化・適正化による校務改善に努める 


